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事業評価監視委員会

(平成２９年度 第４回)

事業評価対象事業の一覧表及び位置図



平成29年度 第4回　事業評価対象事業の一覧表

（再評価）

No. 事業種名
前回評価

年度
(新規採択）

再評価
理由

今回
B/C

事業概要

1 河川事業
Ｈ２６

B/C省略
④ B/C算出

●概要　          ： 熊野川からの導水による市田川、浮島川の水質
改善、沿川市と連携した河川空間の整備を図るもの。
●事業化年度　： 平成3年度
●全体事業費　： 37億円
●事業の進捗　： 100％
●今後の予定　： 平成34年度に事業完了予定

2 海岸事業
Ｈ２６

B/C省略
④ B/C算出

●概要　：  神戸市から播磨町に跨ぐ約２６ｋｍ区間の波浪等によ
る海岸侵食、浸水被害、交通遮断被害の防止を図る。
●事業化年度　： 昭和36年度
●全体事業費　： 315億円
●事業の進捗　： 約95％
●今後の予定　： 未整備箇所の早期完成を目指す。

一般国道１号
栗東水口道路
Ⅰ

Ｈ２６

B/C省略
④ B/C算出

●概要　： 国道１号の湖南市石部から栗東市上砥山までの交通混
雑の緩和及び交通安全の確保を目的とした延長４．３㎞の道路。
●事業化年度　： 平成元年度
●全体事業費　： ４８４億円
●事業の進捗　： 約９１％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

一般国道１号
栗東水口道路
Ⅱ

Ｈ２７

B/C省略
⑥ B/C算出

●概要　：  国道１号の湖南市岩根から湖南市石部までの交通混
雑の緩和及び交通安全の確保を目的とした延長６．９㎞の道路。
●事業化年度　： 平成１２年度
●全体事業費　： ４７９億円
●事業の進捗　： 約５４％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

一般国道１号
水口道路

Ｈ２８

B/C算出
⑥ B/C算出

●概要　：   国道１号の甲賀市土山町大野から湖南市岩根までの
交通混雑の緩和及び交通安全の確保を目的とした延長１１．０㎞
の道路。
●事業化年度　： 昭和４１年度（１工区）、昭和６３年度（２工区、３
工区）
●全体事業費　： ４００億円
●事業の進捗　： 約９３％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

4 道路事業
Ｈ２７

B/C省略
⑤ B/C算出

●概要　：  国道１７６号の西宮市山口町上山口から宝塚市栄町３
丁目までの交通混雑の緩和、交通安全の確保及び異常時通行規
制区間の解消を目的とした延長１０．６㎞の道路。
●事業化年度　：昭和６０年度
●全体事業費　： ９０１億円
●事業の進捗　： 約９３％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

5 道路事業
Ｈ２６

B/C省略
④ B/C算出

●概要　：  国道４２号の田辺市稲成町から田辺市芳養町大屋まで
の交通混雑の緩和、交通安全の確保及び災害時の交通確保を目
的とした延長３．８㎞の道路。
●事業化年度　：平成９年度
●全体事業費　： ３０５億円
●事業の進捗　： 約８３％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

6 港湾事業
Ｈ２７

B/C省略
⑤ B/C算出

●概要　：  船舶の大型化に対応し、背後企業の物流の効率化を
図るとともに、大規模地震発生時における地域住民の安全・安心
な暮らしや経済活動の維持を図ることを目的とした、尼崎西宮芦屋
港における国際物流ターミナルの整備。
●事業化年度　： 平成元年度
●全体事業費　： 212億円
●事業の進捗　： 約92％
●今後の予定　： 平成33年度完成に向け、事業進捗を図る。

7 河川事業
Ｈ２６

B/C算出
④ B/C省略

●概要　          ： 和歌山市の有本川、大門川を対象とした紀の川
からの導水による水質改善、沿川市と連携した河川空間の整備を
図るもの。
●事業化年度　： 昭和54年度
●全体事業費　： 102億円
●事業の進捗　： 約78％
●今後の予定　： 平成35年度に事業完了予定

一般国道１７６号
名塩道路

東播海岸
直轄海岸保全施設整備事業

地域高規格
道路

甲賀湖南
道路

一般国道４２号
田辺西バイパス

道路事業3

事　業　名

尼崎西宮芦屋港尼崎地区
国際物流ターミナル
整備事業

新宮川総合水系
環境整備事業

紀の川総合水系
環境整備事業



平成29年度 第4回　事業評価対象事業の一覧表

（再評価）

No. 事業種名
前回評価

年度
(新規採択）

再評価
理由

今回
B/C

事業概要事　業　名

8 道路事業
Ｈ２６

B/C算出
④ B/C省略

●概要　： 国道１７５号の西脇市下戸田から西脇市黒田庄町大伏
までの交通混雑の緩和及び交通安全の確保を目的とした延長５．
２㎞の道路。
●事業化年度　： 平成９年度
●全体事業費　： ４００億円
●事業の進捗　： 約４６％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

9 港湾事業
Ｈ２６

B/C算出
④ B/C省略

●概要　：  紀中地域の産業競争力強化に資する木材等の輸送効
率化及び航行船舶の荒天時における海難の減少を目的とした、日
高港における国際物流ターミナルの整備。
●事業化年度　： 昭和60年度
●全体事業費　： 201億円
●事業の進捗　： 約97％
●今後の予定　： 平成32年度完成に向け、事業進捗を図る。

［再評価理由］

①：事業採択後３年間が経過した時点で未着工の事業

②：事業採択後５年間が経過した時点で継続中の事業

③：準備・計画段階で３年間が経過している事業

④：再評価実施後３年間が経過している事業

⑤：社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

⑥：道路事業・街路事業における一体評価を実施するため、再評価時期を前倒しする事業

一般国道１７５号
西脇北バイパス

日高港塩屋地区
国際物流ターミナル
整備事業



事業評価対象事業の位置図

栗東水口道路Ⅰ
栗東水口道路Ⅱ
水口道路

西脇北バイパス

紀の川総合水系環境整備事業

新宮川総合水系環境整備事業

東播海岸
直轄海岸保全施設整備事業

日高港塩屋地区
国際物流ターミナル整備事業

尼崎西宮芦屋港尼崎地区
国際物流ターミナル整備事業

田辺西バイパス

名塩道路


